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ープ R″ Aヤ 秘し C等 の花 に「 バリ アン にR″ Aヤ:IPL呼

1ぎ
｀
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れグラフイーによヽ精集機穐 (薔F夕 埠牲雀晴酵薄ヽ)ま■
‐

1専 お魯之ゞ

'i摯

みよボ
)l・
ょ:て 筑亀t■ tl}了 オ〕色に1洋‐til:

マイ]も 、1た l  Dヽ Aヒ ーセ′ι口ニス 1ラ
:亀 メF聴 麟き″1

1レ |・ ウ″二をヽ t tt tt夕 置メ意、t)に 末スフォセに□T

ス ■サ亀 クロマ &グ う アイ ー しヽ嗣 t rl多 く ユロ あ ンフ

精弁蔵句簿こ瑳■じ卜よフて機突 tt(大森:環匙、春名|
童稿諄撼守)。  1粽裳tハ 1≧ものレプノイ

■セ||`↓■マ

λЧずれl C、ユMめ 誠ウt全 ■ M.緩行ゴ年はυ晨イT毛■″

“P打 74Tす森ィ峰αL Tノ晨ャ年ク爾
二よ|イ β‐メ:こ ′ナに

17:|■

'ノ

ー|し ―力/(糀
'ク

Ч
ソた。■ルクト対 :た 壼社り負 1

「
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0° Cし tく lt-7o°Cぴイ呆為 tた 。 タンパク量のたモ|よ
としげじ ぶ

3)あ
オ〕志|ヽ ま った。       |

政ヽには、 sDS(5oとに
`。

よeッ ls凛ル快).■ 全bホ,ノ アク
リlレ 7ミ
・
ド`もふ|し 、こ負動(議ぶち

3う
によ3角酔本

'ltよ

って、な%
)に 縫花 tれ たと算たこれた、δPえず eβ レ7° リガー
ttt n t,■

`

Q/3R″ハ らλマ疑拠 にⅢ磯 ヒ́ :′とをん 主 国二月Fノノよ、
フ|、 ゾ リ 配_諫 tマ l,いヽaけ 為春 むJ壕

3つ
の オ温 l=幸

じ|も豫策 tた 。

C)_フ 予―ン RA/A ヒ大nら薗 R4/Aの 日ヽ裂      ‐
77~プ R″ Aは 、4ヂ 議ヒ薦鬼

bり

によ:を 式｀夕えt

)ヽ弓 力漁卜に ,マ 1精%77■ ナ粒 子イヽ タ フ=ノ ー■み

理tに よク油霊 til ごH]ウ ラシlし ず抵識したsP7
ァープは、

~志
本デ?の が tL諄 じて調象 した。た t、 晃義

務はL_7｀ ロス (|%(γりだソ費プトレーo、ζ%(γυ酵輩i守

ス れ r吼 (吻 商 ぽ′P胸 7o)で 、 か 認 のすも履力:/ミ ′九a‐

の['Hlら ラン |じ |(上し`14生 ,24げ… 品)■ 71Dえ た。

ビlC]ウ ラレ|し オ歌機 t`た た場綸 RA/ハ は、 a濠 林 雄甲詢

じ k下 のように lπ 日`策 t■ .

ldの 二 7`.ロ ス資 al〕 tlィわ
′必 ″ノた季3ユ πい在蔵

亡■‐、 /鑽テi装 の`中C]ウラジ′レ(比
〕ちψ■

'鋼
0/たん

'を
″θ

k■ 、31°こずレタ向相襟イ短、為作 を遠:い (|,′¨xγ′ダ C

lq-



て 1`0衡 l笥 )■い集 ぁ 、 1置 の IE― 維 衛 素 (IDな M事
“

刊 α′

P由 マ14T3.ぃ れ 、 DTA)、 爆 鶏 tiも o9ノトの ソンリ ー ヘ

tⅢ 、卜凍織―豫粋12曰 くク菫 17衡権 をミわす。愛
1り (1,′甲ドl,4°こで I?介 1鶴 )ヽ て上｀t、 り、Yュαi t

io、 M itな きよ51tオak、 1硼 当ッ|ル の RⅢ 在全ま
なぃ いノ臨 壇Iず o° c、 |?ぞ 1朝た理 4後 、 2Ъえ の あ %(り S)S

tねえて 5分 洵セ親に・ちヽく。 夕にネt後和 ttた フェ

ノ.lし lt日な号換え,4メCで はlす
いヽ くな 43 ktの

`、
ミ1き (4_′叩xlヽ 4-・ C子 :｀

ζ分1句 )に 、Jt凡 ■ヒク、/υなあi

l Й qHicObス ヒ4Mん低α晨■だズさえ量の1■タノ ニ|じ なⅢ
kた 、ァュD°Ct｀ 糸もS峙 旬ヽ族 通、 R″4t茨 晨ユtiる 。疵
】卜it遠 にヽ(2%"DX卜 ヽ~≧ 00C‐ ■

い
2ら分詢 )て"集:め 、 T:L｀ 緩

街えに龍解し、≧Jt t大喝L tt k″ハ1分■ Lし た。
・
‐

1卜楓識大晩亀奄ヽkダAt国猟121Z湘隻:ヽ 、R″441
″ふたた場抽出9聡あ年|ウ アしtl 11,た 。 ビCフ 標 |

格`した太陽饉在R″Aは 、■れに含まれ■に'54-ζ S
のRA/Atマープニヒt マ 鶏l'了 在″|ヽ 、 T圧 ―墓tr奪麦
も副や
｀
たつく―,た 、2、 5-15%Cんリシっ維沈度匈配 のと

に 重 尾 t、 Sけ『
。、|の 口 喘 っ 一 て

｀
、 準二

響 7,″ 'ヽ
/D°こ :

).5時 畿の墓」じにより/オ 面 Lた o名 ケ駒の二去′こと)マ 友

策魚tt瀬」」二ぜ |ヾ 争Tン
`確
亀ゝ・役 .4ゞ か35Sの た辻

tの R〃ム■2む /4‐画芝象の・
ケ′レ■気謙聯によB 及た

`・

 たれ鶴社号F琴、のマ~″ Tと ttl■ 1)た 。

l5



タ

PPl楡ヽ t At t ttR易 為仁R″ ハ は、撻卜た単彙響西テ悔

雌゛りぃたた` 1)■ .   :     ■  ‐

a).kル Aへ at及に漁 友
標準及た珠)ぽ)(IⅢノ t=、ンド259メ )は あゞ襲Mト
H改 (PH7,4)、 1ム M ttαぬ、οtみ Mスクレインド1■ ツ■醸

(ATP、 eTP、 ∪TP晨 び｀CTP)、  |、 0-2.ζ ∝/れみ ?
L3H]OTPぁ 31)は PにコハTP、 |とな ltレ 7・ り ″―t｀ 4‐
銀理 RA/At(彙 ∵ なの|コ 表 に所、したそ 青 け全た・ 1ヽ)3.

こ卜 llPl Gl P tイスロ tt.し tは 、枠、準浸た れ に ι。4CヽんⅢ
la■ た 。

RA/ハ 奄成 鼠声卜は予79C又
い
逓塾眸 ≧b?1旬 有な )ヽ、 タト斗 イ

=.わ%(跳つ
~「 εハ (tri chおっにc十′c ac層 )t/2%(アリにな5よ ｀

いれ ぇス1及 たIを 得止tt、  メじプ レンフィ 1じ
'T〕
去′ミ壽

フπ酸疼塘ψt旬 島へあ社む t atた 亀後の しク込み t壊り建

ヒk2)。

e)|ギ リ7ン トRA/ハ のな周′裂
αβのア`■ アン人尺〃月は、ひ7ヒ 標議 t護 磋奮4唸

tい )及た珠な (2:∫ ば
'中

で J9メタ?″ ■7り ″Tむ
13り
°こずき:J時 向イン十■へ

:‐ 卜し■仁聯 t`tた 。 た々

,た、ヽス。なのュ0%θん, Sν ∫ ご和えて及た,芭イ孝套1■ 、 及

たた場■7■ ノー|レ
'ま

つによJ講ぜ、t 、i'ノ ーわ来騨挺

●

― l年 ■



●

後 、T:Lヽ 緩悔た にお か t~Fc・ 4毒 は
「
≧0° C■ 練` 募も篠准

あ 311は ヽタ ノー |レ 費添隻のiミ ー≧ぽCマツネ幕 t ■2.

SPの ′ヾリ アント R″ハは、曇tt棟精 tt‐墓積tC
ま い  ヽ及た、決 )た (25櫂 り 中 子Ⅲ 4DDノトの SP レ ヴ , ″ ― t“

t31° (■ヽインキ■べ`■ 卜し、■分f色 '(｀ 1?ο :帯 りSPレ 7・

リカヽせ
｀
tヵミた、tζ lヽ 1・ζ口手陶インキュヾ■トア5ミ

とttよ っ て性町tt、 〈ッ7 の′ヾリアンた RVAと 同薄た

lR ttt t、 探 な tた 。

f)及たた吻 の神鶴
i).ラ |ド ゾ R″ハ t tt■ ヒヒ準ときの及ヽた物の抽ハ

孜に■憾`た(∫ 0。ォ()を 37° Cて
い
`D分

|れ ィレキ‐～
1_卜 した

のす、∫0%dの |%影
'S)∫

を加え■スにτ/キめ、2?ゥルの

大購亀住Rμ A tキ キリ77・ヒttね えてか夕、孜た`た

物tラェリー|レじムPに より神出tt■
'ノ

ー■Eを報後、
|

T、こ―額衛漁_に たで` Liた I`平 7義 豪幸は75%子
uぁ
マえ:

7■ リヽン7｀ あ喫1駐 に/た 隔 tた たたたキタは、えη場為R

〃A七 18ス ず́ に柏 歓 に、 ILM E7瓢 ャ〃
7:マ it蓄解 後 、

lTTllム [穐刷ば露lミ
lゲしずtF磯

t録理とにたしtη 及んな物の抽||)|ヾ
|り

言 ントR″ハ

●   亀
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取ヽ は言、準＼お熱まで、37。 C如劣1袖 缶な 5ヽ、 巨つTハ t

最終業なわド`10狐 Mにな
=よ
)にな員■■及おt祥二ttt t

Sに ξ携 |れ インキ.べ ―`卜 ■ヽ:亥に、反1素 25/Yタ
よ04の 大鴫 萬 全 R″ ハ 在細 た 、 フtノ ー lレ 抽 饉|は 世ダト

直嵯 ンLdtt qず o.カラヘ(olP x′6こ
え)|こ け́て |五И自硼

でな出、、塩民漱`竜種t ttt,t`   ‐     ‐

3)長にた鶴のショ繕兜積勾配遠1ぜ によ3舞桁  ‐
昴 二 IDoメ

・
め T.L― 線 奮睛れ に な粋 tた フ ァ ー ジ R″ /モ

錦■ヒtた とこの夜卜た勤t、 5赦 の同じ懇侮デた中に作

ti S-2o%C筋 )シ
=精
党 た 句麗Eぁ 上 に 電尼 t.SWO.|

口 _タ ーで 3二碗Or,Pム  ζ時 向、 ID° Cで ご董lS t t.‐

チュ_プ の長に曇ず☆tち けマ璃ずフ`粂
"を
轟左テ紅 (

造仁 2_S cЦ )に t群 ミまt、 す綺
‐t― な専ttt t tた イ変、

粂S500ぼ のξ%(降

'T CA ttI数

回真t)1最後に■タノー

|してい三先tt後 、専ttt t t、 カゴ本多ンテレーション″リン

タ ープ放射能を着|え tた 。   |

ム)フ 7ニ ソ`R〃 At悌型とt■―反えたギなの7‐ ニツ>
グと R雄製無督整

了ユージ>ク は` 、躍 9rDォ 」
の あ オ漱に準 じて行なっ

た。 1及 彙・≧場 (o.4 Tθ、
`ノ
手)五祐雄 亡羞了たィ

4`″

～ルメが 手乞
む |わノ」の 1費 M ttp■4‐争″74'E洛ゴ廷之端能

|

,

|

|

|

|

|

|

…J
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●

水中で'321、 ね数:イ縫120メ 9 4M ttα tわれ、たぽCに 2

時囁篠 1● ?も 、角
`靖
向が`1サ てた洗≧|||き T｀ 除埓 tた :

七|よ。)に し77三 .′しした試暴 lt 14MI″崚■|五 M
lilす A(PHマ、4)午 |が ,|た 2ヽメ:ⅢⅢ ?瑣 |‐ ?ウ 7昨 R幹 ヽ

“
にιA 下oメ t4nた 、 1`。 CI｀ ゆ

'1旬

インキ■ヽ`■卜し4

あ
`、

ラKtt t o14ぼ り2o%(%'■ CA tお スt反に,t祥

め、IR√威 1無1理名iに 1鷲した 1:離スなゝい隼分通っ藪舞鴛きを

れ チレンフィルタギをセF瑕り起ti:■‐ ■ | ‐||

t)だ り7ン トに〃スの水・り|ク リlι 7.ミ |ケいん1電島求
114ケ町じオタあ抽忠        ■ | ■ ‐‐
も%(%'7ク リ|ン 7ミ ドlo.25.%(り しiSヤクリー!レ ア

い グ`ル電気■)く動は、もi ζlto,デ7の ||::ム 号諄゙ 手:'|
鮎句た くわ ,M■lSヽ 酢 酸・ lt薇

“

|「 7■ ,り Pダ lη ′ |
ミロ強し、デ:レ tlスフ7・ ケ∵lL/(3,3 x ll挙 16,れ )it凝 甲 t tl

166V/1`疏 、きD°Cで 2疇向当(電it.た :■ つヽ象イ牛Zマニ

カ■色課71o■ ラi ノ ||じ 7“ lι 二は名,1 2 clvt tえ動 tた 。

1卜標識 kルム は、Jこ ,率 ■ tt諫寿″ ?千チナウム 7｀
口 貿 ィ |｀ す 角 も含由

1セ 塩 で 末 色 ヽ、贅 |'卜 4暴 ラン 7° つ
下7嗜

だ>lt■ ttt,ビ年Qコ 樗:識 t■ 卜″‐4は ,アレイロ
ゲ;ヵ l通→ (霧尾讐轟支|))← ミソ|ミ毯tた 。 |

J卜 標舞 RルAは 、様■ヒtセー暉 ,ヽな ため、各|゛:シド
tを

●

二
|マ
ニ



tη り亀 t、 運11し 彗ヽ(30叙 CO Rttχ uヽbt)由ピガラ不格■つかフ

又 よく寸 りつ |お
｀
したの多、可、L― 豫像句 沫Lt iO置 で日た)4°

Qで B時 オヽ気通イ拠、ミtじ (lζ′mメγ、4°こず20貧 |¬ )tて
上繁 なヒリ、手セ浦ittデ |し に再む ID製 の T_ミ ー魚象イ壼がな_こ

ね■.粍潟 tヽ 葺ぴミiし Lヽiミ繁tあンめ■.得 3次た
上素は■タノニル北澱卜よりじ湯:籠 t、 1・ MLレ¬腱に二か

してヽゞ留
kttdex Q-30カ ラヘにようケ

11し
ア遇 tヽイテなt〕 も

塩 t除 ム した。

「 )|ヾ り7ン トR〃ハの気贅il七 、ァL― リング、 晨ず
R乙叙 処 理

|ドリヤントR″ ムの黎、贅|≒ は、3bもヽ lЦ
M Lp聯4(′打

り、4)卜 聴餌ヒ■試料 (0、 Sニ レト)‐ t琳鳴月く十で 1.5分

l、 1口誠弯t、 ドラヽイアイス…■タノー|レ 畔|ト ワ|サ て得、4ず

ヽミヒ|ヽ よって行不ちた。}

磁 ■ :斑 した き式料 の R√駅 |ヽ と 3悠 Fこ は 、 37°こず 3θ夕 向 、

最 4冬ミ1措ヒ典 ″ゞ 5′ノ|み ノ和 の ｀ 嗅ヾ
‐‐
「1'あ 3t,|よ Rノι晰みえてLA■ 171ノ t

行 な フ た 。 程 k、 R協蛯 ハ ■ nη 卜場 亀‐は 、塩 ■″口社

ない時には悦4当にぉ‐を・ 3の Z｀、キムキ1たィ気あ試沐千光表
L‰応の4_4M Mα ■″口た、二電機 R″スが

｀
Rル機鯰換ネ

1卜Lヒ 本色輿イギDヒ ヒt:
|り 7ン 萎R″ Aの ア‐―

哺陽J(中 tu:、 5夕由和鷲 と、あ

ソングは、三ず米サ漁た t二旦

なの4,4Mん4ぽ tねた2お

― l=一



●

B、 数ロキ由かけkt塩 1、 まで沿、資 tt行 なった 。

孔)ミヾ業

双 ク し
・
オ シ ド

｀
■ リ ン濁負 (ATPo CrTP,U〒 P晟 づ C TPり 、

ウレ 1卒 Rtt Rノ‰攻 A、 リソ テ`ーム は S,M CttMiイ 鉾Υl)/1

、ま た R 崚ヾ T11キ 1本 klk:′ RV囃 ι 全 ■ 40)フ 乃物に I

%■まi等ちへちi°こに蠣d Co.よ りにた
'た
難ハした。

[3H]ら ランし (240ん五ん)、ビ
4c]ゥラシルい7併ん出)、 【'り〕

UTP(lマ 住ん 五藁 ):こlι】ATI(Io Oィn&'は 力こ″塵り′|ぃご

滋為ん統 より、ま■ [に-3)Pヨ■TP(32秩 /晟粗ん)lt厭レ占θ「
出ュЦi&訳 Q燿計Qハぼ

`ヽ
M EvLttd よりこ それモ“ホ ロなアイ

ソに フヽ。協全 t通 ビ■λ)ti。

リ

　

ミ

●

●

●
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喫琴ミ糸t飛

1.フ 7｀ ジ R`″ ハ lミ 対 する4薄型特 裏い生

供)な ミ因与ぼ
`響

嗽βし・づソフーゼ`卜よヽ R〃 ハハ献反雌にはぁ3種の
霧もオゞ,メ 馨■・ぁЪtヒ は早くネ3:員電と晨た、げ

144り

、多
レ7・ リカ~ど の横げギ倉が日Rご かにされたの

`ltや
、こ

の困ふ jゞ
｀
ないと中 R″ハ に薇tt■ k〃パ亀謗

｀
反たtズ

'・

ほとにど`起ζないとぃ、ことがわか,いだ lこ の甲テ
は熱典理に対 tマ ウ1となタタ |ゞ ク積tr i幸建茉搬が3寸

イ阜も ことでゞII｀ と、 HF■ (k95tナにto■ 3v)と えブ`けらヤ■ 1)

ぜ学ち
3)占
ド■ぅ朧主でヽあ率黎燿||つ t)て は、わが`フて ,ヽな t｀。

図 11t、 SP、 Qβ 両 酵 為 ず SPフ ケ ー プ:R″ 4)

弓 )`は 岬 ファージ` R〃ハ 雀毎型 Lttじ tの にルス

晟玉 ふ it対 す5 HFIの 彩雪 tt日、 たサので 1ク 尺″t
tr銀型とした及た 1び lよ 、どう3の 軽kt再い)ヒ ttの 電

●

卜 でソ
｀
′

“

夕で あ 3の IL tt l■ 、 SP RA/ハ t併 理 ヒ こた 反

たむは ,'多 3あ 豫孝豫i nl,又 サ嘉主国子ЦFIIま 1摯裏了|
t本 全 )ヽと 1)5ヽ とが わ か 蜀 。 日pす 、 れ 主 因 子 l―ltt Iぽ .

aβ レづリカーt｀ |｀ 対 t又 て
いなく、lqβ Rル湾■ル !て

持1駅 負Sに イ印 く因挙■
Ч
あ5て )ヽラ ミ とで あ了 。

1 漱九
`マ

舞 、七p侮 綿復 饂 F督 てヽ の酵 豫 〔「 静 料
と オ汽 (bL

各種、,■ に 〕又、 SPと θノ ∩ 1旬 に こ1)の R″ハ 五 自己

のにyAの 無Ж%の 効幸な鶴■とす3と い,交て及蔵η)｀

ち

4・

―

・

―
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●

あ弓 ミ Lを積 亀 、て lヽbか
~1図 19糸も果 は、 しのような

支又 ｀たヽ ガゞ
｀
為糧卜粍懲 これた 両酵 素を接 った _taう に ,営る

め 3れ 3ミ しt所、t■ 、澪 .  tか に、む /4‐ 精製孜陪 っ

酬象を表:っ て得 夕れた継果によこべヽて、 SPレ7リ ブ…セ`

ド対 すБ Cr´ R〆ハ の金淳理ti卜生がそ
i豪 り亀くな )Zり 3

(ぬ 1ヽ A)。  これは、も
'ケ

経接性長艶「猫っ酵象在イだっ牟彫崚|
|ト タトか 3朧 主 嵐 5t力BLtt)よ 1)1ク 費 あ ピ ぁ )、 sP

じ■
Qリ
カ ーセ
｀
伐 LL」 中 卜理 在 ttt)た れヽ 因 子 だ け ていfな 十

分l tSな で`P ■ためヒ考だ夕 友=:  
―な、 9′ レ巧′ツ

渤―じ の1島住 には、名「 ケ 米ヽ策す S湾 (ヽ aβ R″ハ l・晨 春

tt R″ハ奄ず tヽit t指標ヒtti)3た み?:%の 及だ
lミ ダ要なえミ困子HF■ も Qβ レ7・リカーだ

t41す
:こ 霧

集tれ ぃ )た 、とに本り、蛯のたあ高度it緯筆毛れた

aβ レ |。 リカ ーで に 甲FI五 十分号 ね えた しき(由 113)

、日薇 の結果t tt k 3の マ`あ 3と 考ミ 〕凛う。

図 1の 鶴果て
い
サ)一 つ■覆を こと|ま 、鷺主因子によぅ

z、 a′ R″:Aのノ繁型流t雌 のηが`人進 tれ 5た あ、わ主

園 子握 の 友 イこ に た ビヽ ス 、 商 酵 ス の 4ゲ け 上 の梯 型 特 貿
P/t

が`大tく なイCヽ 、交■及に η程潅専たあ F とtl〉 こと7・

ち 3. 霞れ責、t■ 2ノt7の 9β RA/ハ と,ン学あSPυ
ヽ、り3_奪 レプリカ

ニビに対 tて 鮨禾口号であり、初ヘリ

れたかヽ
｀
プ幸条件下び 、SPレ 7° リカーだ=と aβ レ7り

力二む Q毛華竃囀哄ti生 は1異 なってt)奪 女げよく似て1)3と
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●

1)え も 。

Ь)フ7ニ ソ R″ハ t鶴理ヒLた 及たた場の毎囲昨
上で 述 べヽ すれ た 二種類

｀
の酵 玄 ヒニ種類 の ファニ ソ R〃ハ

t糸乱り奄ら せた 4つ の孫 卜 あヽ 1)と 、|ミ 誅 |ヽ イBえ i4メ型 に

対 tマ t巣 な RA/ハ 唸研お走ミニて t、 3ゎ どぅ で`4洒隆あ

うため、及応た物1ショ縄党虐勾lu■違、隈び 7ヽ三 ニリン
ゲ乙R/me無理の史蹂1に よぅて解析 t■ : 2っ の フラ
―ジ
｀
R〃ハ ヒ 2つ のレプリ～カーtい t魚巳り合あ tた 柔け、

↓k後 鶴鴫/ヒ のため、ね|え ば Or R″スにルに■ |た SPレ

プ リ功 ―ビ lヽ よ3及 た ス は 、 Rを T S P reP.Jぃ ,5よ う

|、 表ゎすこしitす る。

図ユは、 4-つ のみマ`の反た`た物 t抽出 に、ンョ米を完漬
句商lミ :も にヽよソ 望のた竜こをも鳳べヽたキのて

｀
ぁ3:  リノ｀

たり吾、韓ふ1)マ_も 、sP、 θ′両 7.ブ =ゾ R″ Aめ 丈せさ.

に相当ず3 2よ Sの R″ハ ヒ×れに結lく 23-16Sの R″4
が
｀
△ 葬 tな て )ヽ5ο  葛 ― 16Sの R″ Aは sDS― アLノ

一 |し 1宙議 す 3こ と |ヽ ま っ て、梯 型 た新 仁 R″ ハ 後 ψ
｀
ュ菅

〈ご気権造ttっ た、技た中由砕び々|こ 孝スタ九て )ヽ3几
61

飾 ― S PtP,研 でヽは、ハ
、tい 鶴
`Sあ
りた籐軍処蒙 在半つ

Rν ハ ガ)・ 七 森
｀
Lkt)5(図 2TC,小｀ ヽ これ lt SP卜7リ カ■た ′`ヒ占

って Ltt t象 31ヾ リァント Rル メマ` あ 3と 思わ 〃:撃 ´

4_卜 ■、す キラiミ ,́sPの ′すリア シト R〃月 は通儀 、夜心

―  "い
一



●

みに餃葦をネかサ弓こと|ミ ■,マ 柱身 こ`れ3が、また′t

は軽ミ黍着Bttな くヒも生浅｀すБ場へかあった : 特に、
たミ詭3・ H卜 I t力aえ す` にけ R″ ハ な4為■ ヒ tたみtt・

(ヽ り「鳥ヘミ澪Ⅲ Rνハヘすはほセたど諄夕友在1)(ロ

1(A))プ は 、ヵnぇ た たA/ハ 量 に 民なツkt R〃 A綸 ず か`戦

ミもことおヒば`tぼ ]3た 、tの BIの たFitt・ た物 it iま シS

?騨 ;RA/Aに 相 当 す 3R〃 ハ は 畔 夕 れ ずヽ サ ヾ ■ 外ゆ
`

Sの ハ`さ )`R″ スマ‐あり、 に力1+ ミの R″ハ は、酵ネ卦
贅凰l、 よって 仁F tt SP Iヾ｀ソアン ト ヽ″A と: たきさ 、

R属崚 1`|た IL等 の友が夕こえ1び きなかった (未 礎表デー

タ)。  イたフマ、理由は全く不島Rび あ3が 、た垣 |コ 子が

外足ヒたとさには、a′ R″ハによって SPバ |ソ アンた

Rん/ハ リ桂Eざ R:乗離 ttく はイミ.進 tれ なよ夕で あり、図

2■ Q め 印 二SPw・ ktい 砕 3れ Б 九ヽ さ
ヽヽ R″メ 子 との よ

ヽ卜 tt社 ざ したベリ ア ント R″ 47"あ 3と 思 あれ春 。

口 3 tt、 SP-5P RP豫 で あ及卜 た場 tセ |し 7ア ニ ー

'レ

、あ 3ヽ )は なれ tヽt■ 、lな )ヽRA/A迭 ″a■ zア ユーに

ttの ぢ、 R〃疑 無 J翌 ヒ■ 喫験 41果 を 飛 tマ 1)『 .多 tl

及点、た機 ヽす :ミ 、ファープ R″Aと 同じり霊甚 b■る!lt手 ラ

k″ハイΥキ
=す
れば、地采り覧のフ7~ソ R`″冷■′層た5

ことによってtlた t隻け、 R形
“
′・ 女す(7庭争たた委3

及にた物 っ糸う"%為
∵、燃図 3の 無:果 は|よずなも弓 .
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●

uヒ tR職 1)た sP R〃 ス:itと ,■ ヽlt tれ :艘 4/ceぱ
隻嗜tヒ 金st、 1ヽ ど :艤型 ヒ奪〕へ tヽ た場亀 に″月″、

飢型ヒ tt ntゝ なガ)っ た aβ R″ハによ■7巌 流すれを嬌
tサ 本い ヒ・ヒt■ tぃ )ぅ 。
この 実験 で は 1マ イ ブス建築R″ス はタトかノ

“

な■ 毬ヽ
「
ダ

ず、マイナス機 ＼″Aは 反たた物亀身ガヽ3/共絵さ襲乞:〕

■ i ヽ 本鎖 め R″ A■いぁ
= sPフ

ァ ニ ジ RA/ハ は 、た Iじ

フアニー lt/包 、 ⊇,F・/・ しめヽ k 毬ヾこ1晩「表小望
`ヽ

4 、,の ■` ( ‐

襄1-Q)、  SP R″ Aれ｀1桃 i t tLiあ とに
'1).た

時%″rc

協装性 の最舞籠のた締う.は 、描 |れ ttた 、ルAヒ ニ電.4擬
・
■穐萎t_k,71)3■ ィ,テス1機 、″ハ l｀ふ3卜 の 2老 ■お‐
‐れ
―
も:じ     :   1                ‐

‐ 11、 SP一 SP年末了
い
?及成卜た場 η奄扉囃蒙は

ラロえた鶴

型 RA/Aの 条16o%ていあ ,た の■1,‐ 浸たヽ た 早っ 6.6ノt}(E3日 ]:
UMPの ヒウ込 聯号 む り 筆 た ヽ た )は 、 セ こ77三 |つ

ングの轟
1装
・
∵サで■卜111浮の最繊に悌■ ヒ t■ 胸 えた標

識 tれ て｀ヽな )ヽζ P R″ 4に よtて ヘキ汽tな ■ t)5tヒ

になョ: 健って、条,・01っ 琢たヽた物 なあとガ・
`れ
た●

SP Rν A!2お ,マ tゞ に亀境 され 3と い)ヽ Lけ‐、 こ

のntい 亀
==え
た R″ Aは 、 sPフ 7二 ｀ブ Mハ ィ1在ョ沐為

｀
角舞

― マイナ スも奉 Rルハ だ`けび なく、 プラスt賞 の SP RA/Aヒ

同じt tt亀藝三著itキ うR/Al少 こしもち %レたこ仏たえヽ
ぢヒ 1ヽス 辱 .         ||

二 鉾
ニ



図 Bヒ ロ椎 9快 験 をたの不ずの夜た`た午らに't'て イラ

い 、、魚ヽ果t寝 ltヽ ましめた。  |
名々あ不てTの 及たたも lt、 た北 4いれのみず響:型 ヒして

田1)た RA/ハ |ミ よじ て の与雛寸ミされ It'3.

入レス外 の■・
Ч
の政｀ た場 の R柘義 維 読弾H―■,

Q/s' 8f nr

`稗

・ QrreF｀姦
 ヽ       こ

の取た た%の 准ォtミ リ |ヽ く t逝 卜鉱型 RA/Aに ミ>之 鵡

柱tれ又 Rμ振慇婆性た、3:kた,た物らを11なは1 ケ ー

Q′ 資
P、 卜のキが

｀
たt tl n｀ ( ミの干卜はt nβ

=争
にβ殊な

は、にのみにしLへ ■`プラス埼験のフ7~ジ R`〃 ハヒ同 じ`塩
亀理たる.lt t)Rル ハか角くら可 tれ てヽ'3｀

とtス 17
おり、 R経 准物 あ銚型に対 すБな議

｀
そ
'す

(ン T cβ 辱′:孔

■いは462ダD%マいあっためド、 イとの豫 ていlt糸 6ヽb%ていあっ1た ■

とと無た tマ 、)3.

●

〕〈上に所、した及に)た 4夕の毎村象ふ果″ヽ夕、精製酵葉な夜

ちt珠 でも鉄型 RルストL)歳 なた″A全琺
｀
が速`
==ン
マ古・

り、 そ暉 歩 く

R″みて`あ 3

zt 二葛FIさ マイサス亀喚か
' 
さ夕 |ヒ ファージ`

プフスノ鋭のハ藤
｀
12憲 で駐た■ドt)3tヒ t́ x

tて 、SP ヒQ/3の F晟 |ミ |‡ 、
とすBと ヽ

'ヽ
交叉及にがあな

実際に互1)の R″ズを銚■

ミと摯)ヽ絶論 ■れ 3っ

aβ kギムの施製には、た壇Rtt HF Iが
′`メ馨 ヒtれ

弓お'、 SP Rル Aに は Iゾ 撃 とさ 身1蕉 ヽゝ 、い )ヨヤ扶 通 ミ贅ソ

ち弓にもでヽ渉あ∫す(1 両過孝ヽ プゞ`こ1)あ R″ ハ 1′ 4濤■ tす

-2S―



●

ろミ と
")｀

で`き3と )ヽ)こ と|よ 、 しフ・リサー‐2(lミ き 3Rノィハ

社製哀たは、哄通の機権で`≧ と,之 l〕 3で あ35と ti〕

ミれ のなもtt攻 接す弓もので` あ了。 ミのことは t夕 Iミ 、
たヽR3・ H卜 1は 準L tt RA/ハ が毎型た tた 劾 くたゎ
に'又 マな民手であッ、 レづリカーなの銘■特力たと率贅

つヽほは 油静あって、,本 1)の マよに不いガヽ しい,t=乏 費猿
tt=:
それてヽ t、 な主園子tヽ/裏 ヒしなtヽ お)なた製系がヽ花

にあれl学 、`そこによt:)kt SP、 a″ 喬 レ7° り″~なな
ファー|:R″ハ雄電桑ぴの鉄■特駄lLと 同様、つ桜|■特 1

'l'gtT.i q ?- tt S ) b o Kゝ下 は そのよ)で 珠ぴの動』孝

キの鳴喫亀につ1′ て論⌒ぎitの てい方ζ。

●

●
●
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■.|ヾ リァニトミA/ス に対す3鵠セ特繁性
∝D Iヾ｀リアント R″ Aの とが

Qβ レ7・ リカニで t4簿型 t″Bえ なけボ撻な 長時 1詢 イン

キ_ヾ ―・卜 ttヽ くと、ヤが`k自 己縄饗魚ttも つ小さt)

R〃 A旬 テ 〔ド` リアントR″ 4)あI仁 せ` て く5tヒ ガ)ヽ 今0

3れ て、)な
′り
。 立ぎ又よ、sPレ 7・ りヵ―■ダにつ t′ Zう

国技 な快疎 t合 なうて砕た。 図牛に 末ヽた よ)′|、 SP

レづ , カーだ
｀
ほar レ7・ リ カー¬ど`ヒ喫なり、 単 itん力■を

tね スト 、び インキ=べ ―` 卜す百 tと によった は Rルメ

ヘぶ はミ trず
｀
、 イ ゝ ■ミ ベ

t― じ ヨ ニiあ 逍 中 て 4`fT(く 鮮

盲tt添 凄Bす 3 ミ ヒ lヒ ミ ,て RA/Aへ 政|が υ きな こ t‐ れ た

。 ■ の ヒ t、 酵 素の ηヽ あ ク に SP R″ ハ 亡滞 わ L■ t

R″ パ 4■'が 砕 lれ なり tと か 夕 (図 4、 工 t込 砕 脚 夕、

昂た刀にハフ■い■酵漱はこの時気びすrtヒ 代 L`tRあ りヽ、

xの ためたれ〉吹ミ
ー
インキ■べ`―シヨシ 4矛がナ7じ に〃И

▲りが起 t夕 今 )`の なあFと るス ζ晨う。  ■のことぼ

極■t入 れな t)ど き|｀ は、 SPレ 7° リカーt・ は oβ レ7″

リカTだ より早く使碗
=す

3`け )畑家。(ネ考論力つ)ヒ

ー破 tス )ヽ3.

図 5は 、轟吉、の不ガロt時向 t養 えて行ヽい 1添ガイ変の

kν A雀
=竜
t漁|たしたtので、最初が5イtその酬音、在

入れ事 ■蛛 り、 ユ ー3年 リム由 lミ 酵 葦 1準ね t2羊 R/t/A

全献 魚ミ t〕 ヤ 、最初 卜 入″t■過χ漁 12-3分 以 Lイ ン

― 節 ―



キ.ヽ ― 卜 tt負 卜耗 tな 餞 薫竜 ね え弓 tkに ようて は

し`めて k√パ合成がな こもとt,ラ tヒ たふしてり3.

ミの最劫のイン十二べヽ、ンコンの向に どのような条イ牛

が` 高ゝtさ・れたてきに R″ ハ塩凄 お`起 と5カ tt層ヾt純果

を表2に まヒめ■. 5貧 l旬 の 7° レインキ_、 こション,

向に、醜未ヒ4種のスリレオンド`■リン酸 け |べ,て 、1

れミMトイオンjり な`ければ`、あとかダ鶴なスがネおされたと

tit R〃 Aへ 秘
tぉ｀
なとすな1)tと が`幕t4て 1ク ラ:

これ3 のキの |ま 1ぷ Pレ 7° リ チーで・ftお s Rん/ハ ヘ磯
'

が起ミ=た め
には′≠′負っもの1い も3 2:  維 ファ、最井″

の畔ヽ1)｀矢 Lゝす 3憲 ■・:の 向た.4種の■クレイ
‐
ナド
=雀

主ヽオリギヌクレオフドを`ウ亀ルヽ も権され、kの 俺ネブDと

れた醒象によっと、■のブソゴ又クレ勁テドを7・ラィマ

―も1く は亀轟¬ヒヒti Rνハな療が良ζts tの ヒたえ3
碑́t_3。

〕ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
―
―
―
～―
・

●

Ь)lヾ リアントRルハの1に増

Qβ レ守°ツカーセ`114為■tハ れ聡a)朱ィ牛Tて
｀
:イ ジキ

r--\"- l- L a AFI LT. Ap fu*-q l\'r T

∬P レ7° テカーゼ
1の
不で口によって仁ず ti SP由来ηハ`

リアレ=ミ
ギAt議 宝iに 、との大tt をオリアクリ|レ7

ミド
｀
ヶ!|レ 電長3に動|=よ って7rfTヽ た。

.・   図 6「 万、キた よ ラ |ミ 、 αβ 由来 の ′ヾ リ ア >卜 RVAで は 、

― 露 一



図にRβ 晨び
｀
9r′ と示ttユ 本 のlT｀ シドズrヽ みらた (図 6′

a)、 SPI山 来 つ |、
｀
リアント尺燿 ずヽ

「
A長 :び
｀3の ユ洋の

Iヾ ン`ドニだ欧ず Ь
ノ
めャャラす l〕 バ

｀
ンドが 砕ら″t了 (図 6′

勾3、 A思び
tl Bと
襄わ tた |ヾ'ソ ア>卜 R″ハつ

大■tは 、大同易鶴あ 4g、 5SRル餞tマ ーカーヒtt波 :l

走す3と 、それ 4Ч ′t熱,PS1 6s、 長ず ζ。2Sで ある:

`ン

3′ 11ハ
/ふび・、B′ とたわした R″ハ Iま 1 4れ てЧ花悌た

A尽 び` Bの に″ハ に4ぅ ■たわ夜3 R″ハ|で あり、
|し |ヽが ,ケllし 電負凛動で解析す3と t 咤に、“れ

ハ民び`3と 同じつ11た た示 |■ (図 6:QT3晨び幣

図8): |た ヽ■3は 熱無理す3ミ と1ヽ おって=そ 次1｀
にい け ¬ぃ Aい いうの計 Aが

'離
れ、瑛あ41こ

くB R/A■い歌った (B′ にっ1)て 図6, C-2にな tた ).
贅ゞ に、 RMFeに 対す3腱1各 ザ性をデこ移とで力と襲 tた 所。

B′は1韻竣 処理トミリ球≒奪ttiび IBは 給t tμ讐7・ 4;た 1

: (図とノ d~112): :4rt D lY'td.. Q1t'f A',8'H.
二
本鎖 榛 進 tし っ た Rルハ で'あ ツ : 鐸 7竹 A、 δ /す 二竜

犠格塩tと ったR″ 4マ あ`31と を示竣 t■ l)3。

SPIや
｀
ソ7ン ト R″Aの 冬 |ヾ

｀
パ・tケ |ガ すヽ切ノ繊こ

マ、 Rル41抽 出 t、 そのC為聖 )tイ 生`1主翻べ`■6  た31ミ
舜、tた ニト担。抽毬 t又 きた魯 RA/ハ は ,そ のま撃マ

・斌

4ハ聖温性韓竜「傷會も|卜 しか季<1黎、知瑠 ォ3こ とた会 )で

`・

 4スヽ1性 っ義塞 お`黎ずれ・ アニ丁 リング にお 、マ 儀 理 逃

Ь ).。

●

●

― 鍋 ―



tよ

:Ltttt t i vei轟花ススピツ1卜 よって、t aβ レ7°クサーttt

■礎餞ヽ″At銘マヒZ't奈 ● ヒl,メ ミとブザ`報亀さ
なス 1‐ )も ので1、  上あ結果か〕 、アトヽツングイ気の各 R“

、■ヽ横蝶萎 たヽっ |ヽま りヽ、鶴 〕ち燥η‐あま1社処理後の

「ヽヤ41の オ |ま ヽ本が業
'犠
塗 t,17‐ 1)ζ  ｀わ )ヽ ふ P変 さ■ ま。

′riり 7.>表 Rル ハ t准な■ltに た IR″ハ金政
｀
1よ 、 17'T

じ:R〃 Al供 ■ ヒ 、在友お ヒ向 tiく 、 ∫生ホ端 あ eTP‐ |,
∫食質

"'い

偽 まうのモt44‐
D( 
浸たた物め ,1末端 五 〔卜

32Pコ
針TP

t゛標漁 ti その花 め去「分 t〔うH]UIPtい標機 サ3こ とかい

Itず 、表3ト オt｀ tた ようにIヒ ソと意 4く た
撫‐lΨ MP と こトト7]GTPの ル`比″ヽ夕tl基 にルハの相
湾
=,鎖
長t tt鞍‐す3と iハ 4ハ

′
、晨扶ibと 濃

`あ

IИ ,の

tl.し 数は3-末 t為 当リ モ
^｀

t‐た、14112●
いありl At‐ A:

愚ブ` Bと 3′ は■りt｀デイt同 じ`悌長でぁ3、 しな
。わひ下。 |

日r営験を E3H‐]u TP象体のな勢堤鍛 t4っ マ行な二て
11日れの峰果t得 た (プ ニ`タ特ヽ、711い ').   |
■‐れ:う あtと か3、 ハ

`夕

3`1ょ Aナ 3の 弊崎ZTは なく、キた

ハtA`は な、3′ |ソ 大き )ヽR/ス マ|ち 3ヽ |ヽ |ヽ 下.  |

tr%)｀ 8ヒ
:麹 せ'tの マいち『 ミとは

'プ
を奄浄理 ||た しき

|つ 薮た:た機渉・Bめ 大きttも フ Rん/ハ で(あ 了|こ |と (図ノ生

『 )、 t i ttt tた B/の R/ハ 1ア ニー|じ |‐

ti再マ'Iケこ
静サ3ヒ 3ぼ主思|二 勁C断 すぎこと(図 6′電気)ic聯 ∵聾:'

:■Ⅲ3'か 鼻■llヽ 醜護 t ttt褻 :

,■ lヽi 3。
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ス上に得 3れ た私果t繊、ハ tマ 考えうヒt Att Bの

Rμ A は、 ■れブよ、―沐奄資の IR″ :ス マドあ 3ハ /ヤ 〆′2■

二【権けされて1,3 ミ理鑓 R″A■｀おり、 一方 IA′ヤピ

のR/A・ |よ、日じ`長との 7つ 入花擬ヽマィナスん資っ RA/4

t特 に:｀ 園亀4た たI)R准 物びあ マヒ、 マユーリレゲ ltト ン
スぶらに■にfιれ1ハ ヒち9・ ■悌卜〃A卜 務イηブ3と

考ぇ 343。

Aと もの Rル Alゞ
｀
キ由無適イ資、 t'ケ 偽6に ■

‐
lま あ3♪｀銘型

Il゛亀をもンセ |,3理 由セ tマ 1ま 、 次の二つが 考え タム 3.
―フ 1ま 、地 害lの 過 革宝で` ヽ本饉 RA/ム か |ま ずれマ ■て )ヽ3

可鴇t tllt l゛ あツ i 15 ■フは、 レ7・ ソー
'こ
では it性 のλニ

又 1ヽな い り 31、 ミ竃犠 R〃ハ t儀 理 とすな とヽヽ5■ ltヽ堆

■`あ 3。 及た た物 の 13HI U M Pヒ 〔卜
3ユ

P]什TPめ _・Lが 、越

●

の伸長歿略
"ド

十`ヤ阻ttれ

無理 に |っ が L11‐ 在 と 凝 た缶 ■ tち ´ ち tt易 を の 茨か た

辮ち0,I tttエ リ4イ負iヽ ‐ヒti 5 ■ヒ(表 3)は 、 Rル A壱床:
て い 3■ ヒモ 苛、1マ あソ、 ミ

のことは、イたたの可1いLt支持 、て )ヽ3。

tか ltt A+31煮 、塩 t魚 ■■7‐ ′`しすよミk「 |ヽ キ

っ■ミ
ー
篠聖 ヒなJい)=■機構通 五葛義'す Bこ ヒrれた

轡央ュ典 にき,ス 梯 型 電ヽ性 ハ‐

'な

tく た 進 主ォ1ヽ こ と (表 3)

か夕1 レず誓″―t'の |た跨コ在ス理し李,■ |ヽ『 のlt、 パ

ャ5マいなく、一本4疑 な″4の ハ
′
′″
′
マ`ぁ了と考えダ左3.

だと 3/家 、ケllし ,り 柚 ttた 導後:“、処理 tた 場右に
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上とべヽマ感型〕ゝ11か仏t)が、 ヒkは 、tな らの RA/ハ グ)い、
ヽぼ日覧のゴラスC氣 とマイナス犠の負″ハ

`｀

3取'っ マ 1)
もため、本易に二竃銀 に″A(鳳P,tA点っい患,■ 形ふ1

す3が 3.マ~あ 3と 基えζれ3が  |

C)|ヾ り▼ントミ″Aの為策γ鉄聖特喫、1仁
′ギリ7し に R″ハ に対 lた 、レ7リ オーどのノ鋳マ峙 景

:}生が
｀
導3な s小 ど`)か tヽRべ て` た

")ら
′の |｀ ソ`ア>ふ

にルAじ SPの ′ギシァント R″′パ の4澪聖じllと t、  こっめ

::藤末のヽれ
'裁

|っ 口z竜愚べヽ卜。 犠理 ヒ tマ は、業矩

理 ti、 印 ば り 7ン は ル4(Q′ |I SPIヾ ソ7>|
A、 晨び

｀bO名 RVA■ 日 ,ヽた 。
図 7に 矛、tiよ うに、 SPヒ Qβ 両レ7° リカーせ'は 、
色■由来 の1、・り7レ トR4の 力`が`響鐸 お 畦 が｀Lt,と (15特

呈ltは 侮 |も―tで が` す t、 ■ )ヽめ ′ゞ'ソ アント R/ハ
`ま
た

・
儀電ヒす3 Lti3、 7ァ ージ

1に ルハ七なった勢、のt場を と

同本rtの 史民及にブず`れゎ3れ 3。  こかと、77-ジ:R″
所、と■なっ又1)3の は、 ミ413め 粂■|は 1)ず れの /rリ ア

ンににA/At飢 型 ヒ (た場たにtれ 主歯車之′

“

婆:芝.t警

、ヽたt、 )装 ■ヽぁ3。         .
麦又澱え・■毒全ぁて、どの Rル A ヒ叫環の集Lη亀あt
σ,ス マ`1、 全研 tれ た R″A量 は、ね■た鶴■ の行/書七

:・ 予為 電 時t ilnL議 あ E〕H]UMF Iト ツ2り は ,“ ′。シf

、 3ュ ー



の合成 R″ A最 に相 当す弓 )、  ミな二の ユ■`は、カロえた
奄キ■の複製力`な i,マ t13ミ ヒ

`)I予
電 t筑 3.  、のミ

Lt確濃 す3た あミ、頂たヽた物ら大きo■ ポリァクリ|し

了ミド`ケ` |し 電か くヽ力7毎桁 t■・
図♂ (|―マ)に ■、tた ように、、βレ7リ カ丁●イ 豪

って SP′ リヽ ア ント移t犠 型 ヒ、た夏たヽ 東 t誇、ヽ)■ tず

べ■ o爾、R:｀ 独ミた傷 ゝ とヽ せヽ 大 tこ の R〃 Aが 冶ル
tさ
4

い )3。  特 に、 SPレ 7・ リ カービ た mlぼ  象β ′ヾ リ ア
ツKR″ ハ t tt■ ttた 時、民ず aβ じ 7° ソブーt｀ 迷m

, いて SP Iヽリ ア>た ハ 迷犠■ ytt轟 の海友叉嵐汽た 燕
‐
にあヽ)kt、 ■井tヽ たヽ鍵町 ヒtマ 薇えた RJA ヒ |¬ じκ
tさ の RA/ハ イド右 膚 t tll Z t)3ミ ヒ (意 衰 目 す べ

｀
きで 、 ヽ

の｀とは、これ ,女 又反た茶てつ R″ハ 慕
t号
が色こあ

R〃 Aに よ 准、tた 及 お で の k晨 よ り准 l、 の は 、 反た1た 場

の長さおヽ燈かくいったたあ 1‐はな 1)と い)こ とをユ |マ

おりt二 旦≧ヒっヽ R″ ハ塩ギは■盆十■
い止t夕 ずに`最

イ饗ま■``イ1く ■ヒt青、k又 1)Ь 。

SP Iザソ7ゝ ふ 31■晨存 tた Oβ じアリ轡 t`tiた よ3

及きた鶴 の大むケ 1車 、 |ぎリヤント3轟 ツた■い |ヽ フアン

にAQ 在苦10Fノンハ マいちソ、 |ヾ 1リ アレに お 1ユ少亀 、力)

へが ヽ罐1■ .ヽ 全 キ)t tt P-6)。  ヽの ｀と の理霊I告 ヒ tマ 1薔、

まヽ X3く .:｀リ ア ン に 31ヶ llι ″)rt/Dソ 颯 tマ 構曽 す 5

曝 卜 r3‐ モ準 二 t■ ttiや リア ン トA力
｀
、 aβ レ 7・ リ カ ー
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セ
｀
卜 よ ラ ス選 択 負、卜為 策 tれ た たゎ マヽ ぁ3)と 足 わヽ れ 3

1ソ
｀
、バリ7ン ト3か じなた|か の警構て 1`ヾリ ァントハか

柱げ す .3苛亀ざいtt預在 の所:誅外 「されて 1:豪 1;。
it、 .sP(、いリ ア )に スゃ B にヵヒ,存 tt aβ レ‐アウ "

―ビ R‐ よって全浅
｀
さ4・ た R″ハ ltは 、電気斑重力′1縫 だ

tぅ

1 又、了ミヽリンク`t旬 奄ったトラがヽメゎ夕ず:、 A`の R“
‐ ず懸なこ義ゝ (図 よ-6′ 7)。 ■のことは,ヒ れ

`の
浸

たヽた物に、At札ポす3プ ラス領 とマイサス鎖あ R″ハ
の向のじ`JFか ニル ド`も栞りに食またtt、 り1マ ニ、ソレ

:: り`4粂 も、下本儀 のR〃■ と、マだの4量 に藪翻 tlた ため
とな滝 ぶ 友3.   徒フーて 、 aβ レァ|ソ フ

ニセ・牟I SP‐ハЧ

リヤント R″4 ■犠理 ヒす=し き
:は 、どす主 ″ヽの犠 ため

たか,た R″ A奄 ず 1)｀な こって_1,3ヒ ヒ″ゝい幕b往 亡え て t、
う。

|や リ アレート R″ At奄ス■ ヒ tt
SPヒ D√ 腱義の 友又 及た の程 たが

及た t解 析 す 5)J、

、長たヽ殊っ端ご宝たナ基

叢〕晟凝によってな/tナ 3ヽ と亡貝いttた 。
友4-∝ にスtiよ 5に 、 SPレ 7'リ カービlt対 す3年

|ヾ

｀
リアントRν ハη併■栞卜ヽLは 、橡牟条イキ下 (01M成学
-0、 PDは キ〃TP)む tま SPlドンアントR〃ハ (ハン ド

3)の Ct t llヾ ,生 の4-4-%ぜち3a‐、塩tmit碁 矯准た1
下け た`崎機

i:景
/等 下 t滸 LM落忙学 一 o。 27議 M4″ TP)マいは ,

3、ζ% と :議い銀■ を れ ■■ 〕ヽ時 のレベ !レ ト ‡ヱ“掏 佑llさ れ



●

●

子
)`る 。 Rβ レづ リカービ t奪 ダ■1場な に七、日構た
麦叉長に

“

1量状色うにtrP携りされ
=し
ぃう結果 tイ尋た (表 +ヽ

b)。   .      ●||     |‐  |二11  11    1
.           1   1■ 1:::|    11'・ |      |:1111

■0ミ ),砕
"1条
`牛

下マЧ?じァイ|マ|l ti?筆型守早■
t再検主すt薇 魚、果ぶ苗oた |||■ ||。 こマ|■||
ltlの 互ぃに相)の |ゞ

｀
ソ了ニトに″スを錦■ヒすき矢支晨

たは、ほ!Tヽ 崇奄卜才,711さ れマi),ぉ 、ヽ自■由来の′゙リア
ンたに/4 ttt■ ヒサ3及 た,1ま 、標斉なイ争下の弁,J?%:ミ
キη靱ltⅢ 3に とどせニマ1):。    1‐‐
イなって、 tの か5な 条件下なに、両酵素の移■1特 異性
は 、 より濠 ttヽ 形 T准 現 t友 て あり 、 両な の併■特 襲性
あ轟ぃ」ゞヽより自R確 に■■われ又、)3. :|

●

●

●
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考察

木鴻えに可、tれ た無栞t理如1つ すFヽヒ|ス下の轟りぴちぎ。

(1)SP じ7・ り
"T trヒ

臥β し■・リ カーで 1`よ /メ た塩孝型特要
ホtt tっ ■ ぁソ 、 ■l,の  7‐7 ●ジ:卜″ハ t錫理[ヒ Lz

・   ~   :|13.|‐
 |  ‐咆史ヽ R〃パ塩粛1′|な )tiヒ が,.=‐

11112与 11ャ:|ルハ t鶴■ ヒ tた●)ど 3ご の聴 派 tt

政に 卜にね主困子 (Hド I)か 1`ヴ 毛で ぁ了力ず、 SP辞 ハ
t tt■ ヒti及 たに |ま ッヽ受てヽ1な t)。

6)両醜気の聯τl lサ ミ●鬱投特■ Lヽは 、れ主国阜 tヽ おもと、

優ィにす3 .

t4)SP レフ
`リ
カ ーで｀t aβ  レ7・ り 41だ

。
こ日 tド 〈 14斉 型

t"3■ なぃ 象″牛下 マゝ 自 己濠復 す 1月、とい R″ハ (′ ヾ`

tとプす 3:       ・
:

リア ント に〃ハ )

〔3)|ギ リア ント R〃ハ tt寿■ ヒした珠 |ヽ お il■ tt SPじ
毛J)lミ 相テの |ヽ

Ц
ツレ■°リ カ ニ ゼ¬ま、7.り

"―
ビ ヒ aβ

アントR″ A ιtt■ ヒ t■ R″ハ右碑l亡 イ7準
'。

t6)ぃ、t 、 自 己 の |ヾ
1リ
ア ン ト RA/A の1方 ヵゞ

t傷
乃可 E■ 平仁ガい島

|)と い )、 特 里ti仁 itな清 ■|マ t).:‐‐.

ぐ)取たヽλの塩端歳t ttl■tヽ 、速寝端蔵tlヽ
|けt3ヒ

ヒ ′L占 )

とすまたさ雀薄■て、両畔烹ガゞ
.互 t,の jヾ `り 7'た R″14

又反キ 導 、選斌 御oに 崎 犠り■ 友
=。
 |

4たЧ嗜、政i耗Lの 場嗅事彗緯 t得鴫 1て い こ)Lォ 3Pサ ヽ

―

‐

二 3も ―



ファ_ジ｀R〃Aの な 気 に喫 要な 廂 ミ 因事 の なた は、 漱
｀
え

t―■姿縫なものにltい B: 1年 R″ Aのた実に解
聡豪亀主国姜 Hド Iは 1ぁな滲卜 像β ャ gPレ づ ツ″―也|
にお5R.〃 A公戯

｀t左右 t、 詢たあ 癖かけの鵠聖特啜 L`
に対 tt大 ■登鷺響t4ミ マ1),(図 |)、 い 1ヽ1な か
1 3、 このなミ因卜は、レう°リカニセ:｀ 113錫逮あ特喚65
11‐

 1喜吉ゾリ|し 1清 tマ ネ預負,な袈1ンリ4す駐つて )ヽSと な丼腱われ季1):

な tいなダιざ、|ギ リアンたにルス t銘型 ヒ t在 及た桑π∵
この園子の1知 与な tに 犠聖特裏 t卜生が 子ζ友 3卜 と (図 7、

1'図 り I HFIは や ィ |。 り脅 =ゼ
｀
1、
ま も R″4へ 跡'ド ダ

撃
‐烹|口 Iマ‐lま Cヽ、 9′ R″ハ とを乃聖ヒ ヒ■ゑた,に 限ダ
k■ 園子マ

~ち

=ミ
と(昭 1り 、また q′ の R″ハ子す`

マイサス奄資RA/ハ tも専■ヒti政 応II、 |ま 1/7と t″でなt,

こず
)等
は、 にっ九 L通 子め

い
じず リアーーt・ め曇■特 里,卜仕ヒ

●

ttオ 猿自ちには無向イ負て,ぁ ソ。け lミ″ハガ)い儀,■ セ√k准聯

くために だ け学お されて l′ 了因子で あ了 ミと́ t可
1ヽ3ガヽ3マ

暉
あ 3.

昭 tて

tt iの たこ8子 イドレマ°り″―どの特里ψ生帯瑠た聴 |

て、1“ 婆■`ないモクひ ぁるなゞぼ`、 きの国子ti/t手 と11

な oヽバ リ`ァント RA/ハ 飛マl'ノ複家tⅢ 5.SPと 0た 1旬 の交

又及に、(興 7)は 、虐主困ネ によぅて ■かけ上 たきくた
右され3 77~ジ｀R″ハ 豪ていっ交又反た と違 フて、本来

. の両面考な書穣聖喝畷機の類クごた在及崚tた もので`あ3と
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なλ〕れ3。

印
燿 特 R性 ■ゝ 日ヽ 3ヽ際 tあ 5良″スが錫理元tに モ+,
魚″ハに対すヽ お主国子めゎたはまた、 あ5濁孝■

てヽ 1な ぃ。でヽ3と り,て 、晰単に判XfT l■ t■ )≧ t″ド・ιЧ

tな 、)Lミ 3ヽヒ ヒtも 乳えてヽ )3: ン、り/●7が t`の  Rん4
お
｀
金為■ ヒイ弓輸くため |｀ ゆ之霊 ■口子か:た け■ t'て く】為■ 2く タヽ

| |な )ヽZヽ 1)「 のをlt tに 恐ぃひ3なあ
=。
 この場ttそ

の R/ハ を本来4為■ tす Sな ナη レ7° り″― tい (白 嵐あ

τt)は 国と友フ7~ジ
｀
のレ7り

'一
せ1)lt単 虫塩t■ 、その

:: 畔末 1ド
・
ね主 Q子 の陶年本 t_に るの k″ハ を奪孝■とす3″｀

‐とう か相ヽヽ 3ミ ヒ″)Ч せヽッ とも ,ソ 要なあ 3ニ  ミ)|づ 砲・
珠 らヽ∫|も 、 単ゎ の秘 幕、■日 )ヽス 研 究 t_進 め るトン 単 な 数

の酵煮の特里tた 1相互に上し較m咲 す5ヒ とお1併型特契
ψtの 委 l興 本算機 の角‐明 いは理 装て` わ S.

種々のレ7° り
'―
ビ 1ミ よっt tttキ 3犠:電 特撃ヽメ生あ墓

ヽヽ は、 R〃 A合 成
｀
の名「港マ`すて`に とごた蛮夜Zt'Sあ ″

て`あ了 υ`り、 くれが どのハ5に tマ 発現 す牧 7く 5´ を

行 SRり Bためには、 R″ハ右ポ |ヒ ■5す で っ:夕 た象ヽ陀 を

紬かく分け、ど`の書階卜もレ7ウ ″~を
'の 議'タリ潔1薄めt働

|′ ■あり、またどの段略か共趣 tiも あ|セ
:み 3秒 巻解竹

ヒ又ll″ 春`:十六ぎヽ`な3な )ヽて あ`33_ ■のうギみは、′各レ
プリチーtr尋 怯■犠電1ヽt it共この&禦 頂た種責ち 十`てい驀
環tれ R_1)=マ~あ 3)と いう、最加のんきに1直霧ネ窯ちこt

●

●
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て /f7こ 5ヒ する もの ぴ あソ 、 され くな は、

t'卜 撲通 tt牝 主由ネのサ71■ ‐ント方`、

私港報 F憶 トト 1ヽ Zど のよ5登 祥締とt果 1■

かに す3■ めの土負とt泰 マもの Z:ヽ あ3.

これ は`
｀
、

こ ン`ト の

lゝ

レ7° リ カ ー

友 夕 の どの
・

まり,■ 日お

現在の所 、

本研究等によって、 SP レ7° ソカーせ` とR′ レ7° ブイー
tヽ 4な ったλで 、資●豫t構ざすB零 蓄、び記述tれ 、和
Lに 士こ義可負ヒ肇ふて“あ=こ

とか`承されて、上に述■`たよ

ヽな酔次オiれ、‐早解色,に 株 ルtg a腱 l・ まていせたい ′え3.

今後、通当なRルスータン/(ο ク殊橋斉りψウ7｀ ■■ッ ト

の追 藩ヽず、あ3い 朦温歳尾、隻tF_拠ヨ林等モ得ξ卜とかド
い

にνハ検策 ‐ヒ奄丼聖特 詈 卜ヽ量ジ贅現の本峰鶴 尽trサ 7い L

機角この角得日月に大竜く近ニザ くことで)い なき57ぁ ち
).

■に述べヽ たような爾安Й ムゝ電機 3埼発 に、犠電 )`tk
フ 7ニ ソ R〃 ハ ■ 綴IFDい こ と |ミ よ ヽ て PFlだ 亀Sに イ準 ラ み のな

稚tに っt′ zは私‐論の中でtt述 べ:た 通 リマ‐あ3ガ・: 近晨
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表1.77-プ RNAtQ詳型ヒtt取た、た時なつ7=ヽリンリ`とRμなc処理

●

Annealed

sample Competi tor
Per cent

RNase-resi stant

●

　

・

a. SP-SPrep. product

b. Qg-Qgrep. product

c. QB-SPrep. product

d. SP-QBrep. product

e. [3H]sp nnn

SP RNA

Qβ RNA

Eocoli RNA

None

Qβ RNA

SP RNA

E.coli RNA

None

Qβ RNA

SP RNA

Eocoll RNA

None

SP RNA

Qβ RNA

Eocoli RNA

None

None

62。 2

83。 1

79。 7

78。4

26.4

52.9

50。 3

53.0

58.8

68。 7

65。 9

69.4

76.6

81。 9

82。 0

85.6

2。 8

●

●

●

tl}贈普ぉ署l、構T蹴離雛丁γιイlIVL難ギ

:轄il:球1サをうれ]|1湯属11lfllilζ″1::1省鼈墳〕守矢SPフトブRμ合はセ!しフアニヽ′じイれRttc
tぼ摯雀。マ■―り〉ク

‐【ず /ヽ/rt,く 処理 の象4は り 料ヒオヽム(kDj卜末ti
通りでも3。 R′底(教薇彙っ力矢無魚tは Rtte t"Rえ い,時 のイ直t
loo%ヒ tマ 友ゎし1場つ。 Rル行etぬ■なtl、キリイ■は

'K下

の通ソ1‐落5.

%Sトマ瞥押りれ'駒席,点詔サ燻露fレ
:

2201こャス)d′ SP一甲氏F‐
|いえtPЩ
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表 2、 SPIヽ
1`)アントRA/ALずの条件

●

preincubati on Addi ti ons In:corporati'on
(p mole)

●

Complete Enzyrne

Complete 93

- Enzyme Enzyme 27g

- ATP Enzyne + ATP 153

- GTP Enzyme + cTP 286

- CTP Enzyrrc + CTP 2A4

- UTP Enzyre + UTP 97

- Mg** Enzyne * Mg** t96

C。 Pヽleteヒ 表わした反応班衰 (鶯卿 曝 S料 の SP蒟。
りう ヽ t｀ ′ o、 2o/籠漁 の ATP′ oTら CTP象 で UTP、 ひき

U碑「T°ユt:/T稔キ|よ、AI丼:″イゝ;ρ [毛i‖早|(
1し /L&)t ttn t i. 表に示ti象 待の頂たえた
左`37・Cr5分向づしインキ・ べ`―卜tたのり、こハ:
のSPレ η°リカヽご (|%設 のMヽ 線衛求にとイヽしたt9,

等図にスしたもの4ね ぇ、t夕 に2D分 向インヰこべ・―ト
tRか 3及 たヽを得め、PH]UИ Pあ 3t)は、r4clAM Pの 出箸
力1陰 分占ヽoヒ ソ込畔t)貝り鬼■た。

●

●

●
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表 3 i SP11・ リアントRA/Aの 鋳 型名 1｀気

゛

● Tsmpl ate
Incorporati on

[3tt]ut'lp [v-

(p m61e)

32P]GTP

Rati o

(oH/32P)

０

２
０
　

〇
　
一

８

２■
３

５

１

３

　

５

４

４

　

４

５

一

　

６

９

”

４

５

３

　

９

９

３

　

４

４

　

　

３

２

１

２

　

　

　

２

　

　

１

２

　

　

２

２

●

　

・

Band A
heated
annealed

hea'ued
annealed

heated
annealed

Band  B

Band A:

Band B'
heated
annea'led

1,674
3,602
54

760
3,600
18

1,712
3,322
48

29360
29812
859

11.5
14。4

11.9
13。 6

10。 0
12.3

●

図6-bに π、したSPIヾ リアントRA/Aの 名バヽ ドに対ヽ
する R″Atl材料とオ当 (え )1に述ヾiれなて`ヶ'ル カタ抽餞
し、ての0。 3メ3■ 表に飛tた 冬理之tた の

`、

PH]υ T P(l、 7

t(どと|こ雷ミ電:T[」ξ:h;亀ξ[で
｀
:雪:f、 :子

D:毛i:Lム L
たゝヽt行 なった。 反た、東の最終塩濃蔵はわMMA/4α て場フ.
表に所、ti磋ぃ、冷丼型t加 えない氏・0とり込ヨカ:∫ 3ャ れ浅′PHll
∪MP, 427Lぬ ′[れ 'マ]eTP.tえ t Bl t)■ ある。

●

●
●
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友 4-. lrり 7>｀ R″ハt燃型ヒtt及起へ|たと基循濃度0%響

a. SP replicase

●

● Templ ate RNA
(NH4)'SOI

(mM)

Incorporation
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